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国
民
年
金
保
険
料
に
未
納
が
あ

る
と
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎

年
金
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け

取
れ
な
か
っ
た
り
す
る
他
、障
害
・�

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
「
免
除
」
ま
た
は
「
猶
予
」
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◆
免
除
制
度

本
人
と
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

申
請
す
る
と
保
険
料
の
納
付
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

免
除
に
は
、保
険
料
の
全
額
が

免
除
さ
れ
る
「
全
額
免
除
制
度
」

の
他
、保
険
料
の
一
部
を
納
付（
４

分
の
１
納
付
、２
分
の
１
納
付
、

４
分
の
３
納
付
）
す
る
こ
と
で
残

り
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
「
一

部
納
付
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

◆
納
付
猶
予
制
度

50
歳
未
満
（
学
生
を
除
く
）
で
、

本
人
と
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
す
る
と

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

◆
学
生
納
付
特
例
制
度

在
学
期
間
中
の
保
険
料
を
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
納
付
で
き
る
制

度
で
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
学
生
は
、
申
請
す
る
と
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

◆
産
前
産
後
期
間
免
除
制
度

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が

属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間

（
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
３
か
月
前

か
ら
６
か
月
間
）
の
保
険
料
が
全

額
免
除
さ
れ
ま
す
。

対
象
は
、
出
産
日
が
平
成
31
年

２
月
１
日
以
降
の
人
で
、
出
産
予

定
日
の
６
か
月
前
か
ら
届
け
出
が

可
能
（
出
産
前
の
場
合
、
母
子
健

康
手
帳
等
が
必
要
）
で
す
。

◆
免
除
・
猶
予
等
の
メ
リ
ッ
ト

保
険
料
免
除
制
度
や
納
付
猶
予

制
度
、学
生
納
付
特
例
制
度
、産
前

産
後
期
間
免
除
制
度
の
期
間
は
、

老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
。

◆
申
請
手
続
き

令
和
元
年
７
月
分
〜
２
年
６
月

分
の
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
の

申
請
は
、
７
月
１
日
（
月
）
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
平
成
31

年
４
月
分
〜
令
和
２
年
３
月
分
の

学
生
納
付
特
例
や
産
前
産
後
期
間

免
除
申
請
は
、
現
在
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
の
免
除
・
納
付

猶
予
は
、
申
請
月
の
２
年
１
か
月

前
の
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
か
同
通
知

カ
ー
ド
と
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
、
年
金
手
帳
、
印
鑑
（
失
業
中

の
人
は
離
職
票
か
雇
用
保
険
受
給

資
格
証
の
写
し
、
学
生
納
付
特
例

を
申
請
す
る
人
は
学
生
証
の
写
し

か
在
学
証
明
書
が
必
要
）
を
持
参

の
う
え
、
市
国
保
年
金
課
窓
口
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
が
、
翌

年
度
以
降
省
略
で
き
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
生

活
扶
助
や
、
障
害
基
礎
年
金
、
障

害
厚
生
（
共
済
）
年
金
１・２
級
を

受
給
中
の
人
は
、
届
け
出
に
よ
り

保
険
料
が
全
額
免
除
に
な
り
ま
す
。

※�

問
い
合
わ
せ
先
…
市
国
保
年
金

課
国
民
年
金
係
☎
52
－
２
１
１�

１
内
線
１
２
０
・
１
２
２

国

民

年

金

保

険

料

免

除
・
納

付

猶

予

制

度

結
核
は
全
国
で
年
間
約
１
万�

７
０
０
０
人
も
の
新
た
な
患
者
が

発
生
し
、
約
２
３
０
０
人
が
亡
く

な
っ
て
い
る
感
染
症
で
、
県
内
で

も
約
１
５
０
人
の
新
た
な
患
者
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

結
核
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

は
本
人
の
重
症
化
を
防
ぎ
、
大
切

な
家
族
や
周
囲
へ
の
感
染
拡
大
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

患
者
の
多
く
は
高
齢
者

県
内
で
は
、
結
核
患
者
の
う
ち

60
歳
以
上
の
占
め
る
割
合
が
約
78

㌫
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
は
、
特
に
せ
き
や
た
ん

な
ど
の
症
状
が
分
か
り
に
く
く
、

結
核
に
気
づ
か
ず
に
病
状
が
進
行

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
た
め
、

定
期
的
な
健
康
診
断
が
重
要
で
す
。

65
歳
以
上
は
無
料
に

結
核
に
感
染
し
て
い
る
か
ど
う

か
は
、
市
で
行
っ
て
い
る
肺
が
ん

検
診
（
40
歳
以
上
の
市
民
が
対

象
）
で
検
査
で
き
ま
す
。

今
年
度
か
ら
65
歳
以
上
の
人

（
昭
和
30
年
３
月
31
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
）
は
、
無
料
で
肺
が
ん

検
診
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
結
び

付
け
る
た
め
に
も
、
年
に
１
回
は

肺
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

結
核
と
は
ど
ん
な
病
気

結
核
は
結
核
菌
に
感
染
す
る
こ

と
で
、
主
に
肺
に
炎
症
が
起
こ
る

病
気
で
す
。
結
核
患
者
が
せ
き
や

く
し
ゃ
み
を
し
た
時
に
、飛
び
散
っ�

た
結
核
菌
を
周
り
の
人
が
直
接
吸

い
込
む
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。

こ
ん
な
症
状
に
注
意

次
の
よ
う
な
症
状
が
続
く
と
き

は
、
結
核
を
疑
っ
て
、
早
め
に
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▽
せ
き
▽
た
ん
▽
胸
が
痛
い
▽

呼
吸
が
浅
い
・
苦
し
い
▽
37
・
５

度
以
上
の
発
熱
▽
体
重
が
減
る
▽

食
欲
が
な
い
▽
体
が
だ
る
い

※�

問
い
合
わ
せ
先
…
市
健
康
推
進

課
成
人
保
健
係
☎
52
－
２
１
１�

１
内
線
２
４
６
・
２
４
７

検 診 で 早 期 発 見

症状なくても要注意
高齢者に多い結核

広報くろいし・令和元年６月15日 2



■
情
報
公
開
制
度

市
が
保
有
す
る
行
政
情
報
（
公

文
書
）
を
、
市
民
等
か
ら
の
請
求

に
よ
り
開
示
す
る
制
度
で
す
。

平
成
30
年
度
の
請
求
は
１
８
９

件
あ
り
、
決
定
内
容
は
表
１
の
と

お
り
で
す
。

■
個
人
情
報
保
護
制
度

市
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
や
自
己
情
報
の
開
示
請
求

な
ど
に
つ
い
て
定
め
、
個
人
の
権

利
・
利
益
を
保
護
す
る
制
度
で
す
。

30
年
度
は
２
件
の
開
示
請
求
が

あ
り
、
そ
の
決
定
内
容
は
全
部
開

示
で
し
た
。

な
お
、市
が
登
録
し
て
い
る
個
人

情
報
取
扱
事
務
件
数
お
よ
び
公
共

機
関
等
へ
の
情
報
提
供
な
ど
、収
集

し
た
目
的
以
外
で
の
個
人
情
報
利

用
件
数
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

■
審
査
請
求

30
年
度
の
審
査
請
求
は
、
両
制

度
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

審
査
請
求
が
あ
っ
た
場
合
は
「
情

報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査

会
」
が
開
か
れ
、
適
正
な
決
定
が

な
さ
れ
た
か
を
審
査
し
ま
す
。

■
開
示
請
求
等
は
市
総
務
課
へ

両
制
度
に
よ
る
各
請
求
は
、
市

役
所
２
階
総
務
課
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

問
い
合
わ
せ
先
…
市
総
務
課
文

書
係
☎
52
－
２
１
１
１
内
線

２
０
６

　政府は、５月21日付で令和元年春の叙勲・褒
章を発表しました。
　本市関係では、齋藤直文氏が旭日双光章を、
佐藤秀利氏と福士悦郎氏が瑞宝双光章を受章し
ました（年齢は発表日現在）。

旭 日 双 光 章
（地方自治功労）

元 市議会議長

　平成７年に市議会議員に
初当選し、以来４期16年間
職務に精励。平成15年から
は２期連続で市議会議長に
就任し、市政の進展と円滑
な議会運営の一翼を担い、
議会改革と地方自治の伸展
に尽力しました。

瑞 宝 双 光 章
（社会福祉功労）

元 市民生委員児童委員
　 協議会会長

　昭和49年12月１日に民生
委員・児童委員に就任以
来、33年の長きにわたり市
民の福祉向上に尽力。平成
７年12月からは市民児協会
長として福祉需要の増大に
対応し、地域福祉の発展に
貢献しました。

瑞 宝 双 光 章
（消防功労）

元 市消防団団長

　昭和46年12月23日に市消
防団員を拝命以来、41年の
長きにわたり消防業務に精
励。平成22年６月15日から
３年間は市消防団団長とし
て消防使命達成に専念し、
地域防災と消防の発展に貢
献しました。

齋藤　直文　氏
（下山形・70歳）

福士　悦郎　氏
（末広・84歳）

佐藤　秀利　氏
（中川・70歳）

春の叙勲
受章おめでとう
　　ございます

情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
制
度
運
用
状
況

請求
件数

決定内容

開示 一部
開示 非開示 不存在

189 10（2） 176 0 5（2）

実 施 機 関 取扱事務
登録件数 外部提供

市 長 部 局 170 3
黒 石 病 院 9 －
教 育 委 員 会 22 －
選挙管理委員会 1 －
監 査 委 員 1 －
農 業 委 員 会 5 －
議 会 1 －
合 計 209 3

■表１　情報公開

■表２　個人情報保護

※（　）は、１件の請求に対する複数回答数

広報くろいし・令和元年６月15日3



者
手
帳
の
再
認
定
が
必
要
な
人

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
程

度
お
よ
び
等
級
に
変
化
が
あ
り
、

変
更
を
必
要
と
す
る
人
▽
補
装

具
の
処
方
を
必
要
と
す
る
人

◎�

電
動
車
い
す
等
処
方
で
き
な
い

補
装
具
が
あ
り
ま
す
。

◆�
持
参
物
…
▽
印
鑑
▽
身
体
障
害

者
手
帳
（
所
有
者
の
み
）

◎�

身
体
障
害
者
手
帳
の
新
規
交
付

の
た
め
の
診
査
を
希
望
す
る
人

県
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、

身
体
障
害
者
巡
回
診
査
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

◆�

日
時
…
７
月
４
日
（
木
）
午
前

９
時
30
分
〜
正
午
（
受
け
付
け

時
間
は
午
前
9
時
〜
10
時
30
分
）

◆�

場
所
…
平
川
市
健
康
セ
ン
タ
ー

（
平
川
市
柏
木
町
藤
山
16
－
１
）

◆�

対
象
者
…
▽
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
る
た
め
の
診
査

を
必
要
と
す
る
人
▽
身
体
障
害

「こどもほっとライン」にご相談を
市は、子供をいじめや虐待などから守るため「こども
ほっとライン」を開設しています。このほっとラインで
は、子供が誰にも言えず困っている時や誰にも知られず
助けてほしい時に、電話で専門相談員が対応します。秘
密は守られますので、安心してご相談ください。
また、子供の虐待などに気づいた時は、どなたでも専
用電話へご連絡ください。
◆こどもほっとライン☎59－2525
　月〜金曜日（祝日を除く）午前８時15分〜午後５時
◆子ども虐待ホットライン☎0120－73－6552
　（フリーダイヤル、365日24時間受け付け）
※�問い合わせ先…市福祉総務課こども未来係☎52－
2111内線518

市は、令和元年度分の合併処理浄化槽設置整備事業費
補助金の申請を次のとおり受け付けています。詳しくは
お問い合わせください。
◆�対象者…令和２年３月10日（火）までに、10人槽以下
の合併処理浄化槽の設置を完了できる人
◆�対象区域…公共下水
道事業と農業集落排
水事業認可区域以外
◆�申請期限…令和２年
１月31日（金）
◎�工事着工前に申請し
てください。
※�申請・問い合わせ先…市上下水道課経理係☎52－
2111内線555・556

合 併 処 理 浄 化 槽 設 置 整 備 事 業 費
補 助 金 申 請 を 受 け 付 け ま す

は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
や
紹
介

状
等
、
病
名
や
治
療
状
況
が
分

か
る
書
類
、
健
康
保
険
証
等
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎�

当
日
の
診
査
の
み
で
は
判
定
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆�

申
込
期
限
…
６
月
28
日
（
金
）

※�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

市
福
祉
総
務
課
障
が
い
福
祉
係

☎
52
－
２
１
１
１
内
線
５
１
３

市
は
、
黒
石
よ
さ
れ
の
魅
力
を

県
外
に
発
信
し
、
知
名
度
向
上
と

誘
客
促
進
を
図
る
た
め
「
黒
石
よ

さ
れ
Ｐ
Ｒ
団
体
支
援
補
助
金
」
を

交
付
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対

象

団

体

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
市

内
の
団
体
が
対
象
で
す
。

▽�

１
団
体
に
つ
き
10
人
以
上
の
構

成
員
が
黒
石
よ
さ
れ
の
衣
装

（
原
則
と
し
て
す
ず
め
柄
の
浴

衣
）
を
着
用
し
、
県
外
で
開
催

さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
等
で
黒
石
よ

さ
れ
を
披
露
し
た
団
体

▽�

黒
石
よ
さ
れ
流
し
踊
り
に
参
加

経
験
が
あ
る
団
体

▽�
政
治
的
、
宗
教
的
活
動
を
目
的

と
し
な
い
非
営
利
団
体

▽�

連
絡
先
、
責
任
者
等
が
明
確
な

団
体

◎�

県
外
在
住
の
参
加
者
は
補
助
対

象
外
で
す
。

対

象

経

費

▽�

県
外
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
参
加
に

係
る
食
糧
費
以
外
の
経
費
（
旅

費
等
）

対
象
イ
ベ
ン
ト
等

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
主

催
、
共
催
、
協
賛
ま
た
は
後
援
し
、

広
く
周
知
さ
れ
、
自
由
に
見
学
ま

た
は
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
等

補

助

金

額

参
加
者
１
人
に
つ
き
３
千
円

◎�

１
団
体
に
つ
き
６
万
円
を
上
限

と
し
ま
す
。

申

込

方

法

イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参
加
後
、
補

助
金
交
付
申
請
書
に
必
要
書
類
を

添
え
て
、
市
観
光
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◎�

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

市
観
光
課
観
光
振
興
係
☎
52
－

２
１
１
１
内
線
６
４
７

身
体
障
害
者
の
巡
回
診
査
を
実
施
し
ま
す

区分 補助金額

5人槽 186,000円

6〜7人槽 218,000円

8〜10人槽 276,000円

黒 石 よ さ れ
県外でのＰＲ活動を
支援します！

身
体
障
害
者
の
巡
回
診
査
を
実
施
し
ま
す
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試験職種、採用予定人数および採用予定日等

市
は
、
市
職
員（
医
療
系
職
員
）

の
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。
受
験
手
続
き
な
ど
詳
し

く
は
、
市
ま
た
は
黒
石
病
院
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
に
な
る

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆�

日
時
…
７
月
７
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

◆�

場
所
…
黒
石
病
院
２
階
視
聴
覚
室

◆�

申
込
方
法
…
受
験
申
込
書
と
面

接
カ
ー
ド
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出

◆�

受
付
期
限
…
６
月
28
日
（
金
）

◆�

合
格
発
表
…
８
月
９
日
（
金
）

◎�

合
格
者
に
は
直
接
書
面
で
通
知

す
る
他
、
受
験
番
号
を
市
お
よ

び
同
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
、
市
秘
書
課
職
員
係
前
、
同

病
院
事
務
局
前
に
掲
示
し
ま
す
。

※�
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

〒
０
３
６
－
０
５
４
１
黒
石
市

北
美
町
一
丁
目
70
、
黒
石
病
院

事
務
局
総
務
人
事
係
☎
52
－
２�

１
２
１
内
線
８
０
５
・
８
０
７

令
和
元
年
度

市
職
員（
医
療
系
）採
用
候
補
者
試
験

市税の納付をお忘れなく
６月は市民税・県民税第１期の納付月です。納期限
は７月１日（月）です。納期内に納付できないときは、
督促手数料や延滞金が加算される場合もあります。
口座振替を申し込んでいる人は、７月１日（月）が振
替日になりますので残高確認をお願いします。
全期前納を選択している人は、年税額が振替となり
ます。振替後の通知はいたしませんので通帳等でご
確認ください。
※�問い合わせ先…市収納課納税管理係☎52－2111
内線143

市庁舎敷地内を全面禁煙へ
７月１日から健康増進法の改正により、「望まない受
動喫煙」を防止するための取り組みが、マナーからルー
ルへと変わります。
市は、受動喫煙の防止を徹底し、喫煙による健康被
害を防止するため、７月１日から本庁舎、第二庁舎、
境松庁舎、黒石公民館の敷地内を全面禁煙とします。
皆さんのご理解とご協力をお願いします。
※�問い合わせ先…市総務課管財係☎52－2111内線
210・211

県は、６月上旬に自動車税の納税通知書を送付して
います。納期限までに忘れずに納付してください。
◆�対象者…４月１日現在における自動車登録上の所有
者（割賦販売などで自動車販売店が所有権を留保し
ている場合は、自動車の使用者）
◆�納期限…７月１日（月）
◎�納税通知書には、納付後に納税証明書となる用紙が
添付されています。自動車の継続検査（車検）の際
に使用しますので、大切に保管してください。
◆�納付場所…▽全国の主なコンビニエンスストア▽Ｍ
ＭＫ設置店▽県内の銀行・信用金庫・信用組合・農
協等の本支店・東北地方の郵便局▽インターネット
上の専用サイト「Yahoo!公金支払い」
◎�納期限を経過した場合、コンビニエンスストアで納
付できない場合があります。
◎�東日本大震災により滅失または損壊した自動車の代
替取得自動車については、自動車取得税・自動車税
が非課税になる場合があります。
※�問い合わせ先…中南地域県民局県税部納税管理課☎
（代表）32-1131内線332・333、（直通）32-4341

自動車税の納付を忘れずに

試験職種 採用予定人数 採用予定日 受験資格 試験内容

看護師 ９人

10月１日ま
たは令和２
年４月１日

昭和50年４月２日
以降に生まれ、免許
を有する人または
令和元年度実施の
国家試験で免許取
得見込みである人

専門試験、
小論文試
験、面接
試験

社　会
福祉士 １人

昭和55年４月２日
以降に生まれ、資格
を有する人または
令和元年度実施の
国家試験で免許取
得見込みである人
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交
通
遺
児
育
英
会
奨
学
金
制
度

　
（
公
財
）交
通
遺
児
育
英
会
は
、

保
護
者
が
交
通
事
故
で
死
亡
ま
た

は
重
度
後
遺
障
害
に
な
っ
た
家
庭

の
生
徒
・
学
生（
高
校
生
以
上
で
、

申
し
込
み
時
25
歳
ま
で
）を
対
象

に「
交
通
遺
児
育
英
会
奨
学
金
」

制
度
を
次
の
と
お
り
設
け
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
、同
育
英
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（https://w

w
w
.kotsuiji.

com

）を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

内 

▽
奨
学
金
＝
月
額
２
〜
10
万
円

（
無
利
息
）
▽
入
学
一
時
金
貸

与
＝
20
〜
80
万
円（
１
回
限
り
）

◎�

返
済
期
間
は
最
長
20
年
で
す
。

申�

応
募
書
類
を
同
育
英
会
へ
提
出

（
応
募
書
類
は
電
話
で
申
し
込

み
、
ま
た
は
同
育
英
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

◎�

令
和
２
年
４
月
入
学
予
定
者
の

第
１
次
予
約
募
集
は
８
月
31
日

（
土
）
ま
で
で
す
。

※�

市
福
祉
総
務
課
こ
ど
も
未
来
係

☎
52
－
２
１
１
１
内
線
５
１
５
・�

５
１
６

県
民
駅
伝
競
走
大
会

選

考

記

録

会

県
民
駅
伝
黒
石
市
実
行
委
員
会

は
、「
第
27
回
青
森
県
民
駅
伝
競

走
大
会
」
の
市
選
考
記
録
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

時�

▽
第
１
回
選
考
記
録
会
＝
６
月

19
日
（
水
）
▽
第
２
回
選
考
記

録
会
＝
７
月
３
日
（
水
）
▽
第

３
回
選
考
記
録
会
＝
同
18
日

（
木
）（
い
ず
れ
も
午
後
５
時
受

け
付
け
、
午
後
６
時
ス
タ
ー
ト
）

場�

黒
石
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

対
小
・
中
学
生

※�

同
実
行
委
員
会
（
市
文
化
ス

ポ
ー
ツ
課
内
）
☎
52
－
２
１
１�

１
内
線
６
２
１

介
護
支
援
専
門
員

　
（
福
）県
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

「
２
０
１
９
年
度（
第
22
回
）青
森
県

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講

試
験
」を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

時�

10
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時

場�

▽
青
森
会
場（
東
奥
学
園
高
等
学

校
）▽
八
戸
会
場（
八
戸
学
院
大
学
）

申�

７
月
11
日
（
木
）
ま
で
に
受
験

申
込
書
を
同
協
議
会
へ
持
参
か

郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）

他�

試
験
案
内
は
同
協
議
会
で
配
布

（
郵
送
請
求
も
可
）

◎�

実
施
要
項
は
市
介
護
保
険
課
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
配
布

※�

〒
０
３
０
－
０
８
２
２
青
森
市

中
央
３
－
20
－
30
県
民
福
祉
プ

ラ
ザ
２
階
、
同
協
議
会
☎
０
１�

７
－
７
３
２
－
４
３
３
５

税
務
職
員（
高
校
卒
業
程
度
）

仙
台
国
税
局
は
、
税
務
職
員

（
高
校
卒
業
程
度
）を
次
の
と
お
り

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

資�

①
卒
業
後
３
年
経
過
し
て
い
な

い
人
お
よ
び
令
和
２
年
３
月
ま

で
に
高
校
卒
業
見
込
み
の
人
②

人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
人

申�

６
月
17
日（
月
）〜
26
日（
水
）に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
国
家
公
務

員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

（https://w
w
w
.jinji.go.jp/sai�

yo/saiyo.htm
l

）か
ら
申
し
込
み

※�

同
局
人
事
第
二
課
☎
０
２
２
－

２
６
３
－
１
１
１
１
内
線
３
２�

３
６
、
人
事
院
東
北
事
務
局
☎

０
２
２
－
２
２
１
－
２
０
２
２

１
０
０
人
ヨ
ガ
教
室

ス
ポ
カ
ル
イ
ン
黒
石
は
、

「
１
０
０
人
ヨ
ガ
教
室
」
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

時�

７
月
２・９
・
23
・
30
日
、
８
月

６
・
20
・
27
日
、
９
月
３
・
10

日
（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）・
20
日

（
金
）
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場�

同
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

定�

小
学
４
年
生
以
上
１
０
０
人

￥�

月
額
２
０
０
０
円
（
初
月
分
は

申
し
込
み
時
、
以
降
は
各
月
初

め
の
支
払
い
）

申�

午
前
９
時
か
ら
窓
口
も
し
く
は

電
話
で
同
館
へ

他�
▽
講
師
＝
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
葛
西
天
子
氏
、
岩
渕
桂
氏

▽
準
備
物
＝
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
・
タ

オ
ル
・
動
き
や
す
い
服
装

※�

ス
ポ
カ
ル
イ
ン
黒
石
☎
53
－

８
１
１
１

松
の
湯
カ
ル
チ
ャ
ー

松
の
湯
交
流
館
で
は
、
毎
月
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
体
験

〜
ツ
ル
バ
ラ
〜

時�

６
月
23
日
（
日
）
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
０
時
30
分

定�

12
人

￥�

２
３
０
０
円

内 

ワ
イ
ヤ
ー
と
合
成
樹
脂
で
透
明

感
の
あ
る
花
を
作
成

※
同
交
流
館
☎
55
－
６
７
８
２

県内の山地は、ツキノワグマの生
息地です。この時期、多くの人が行
楽や山菜採りなどで山へ出掛けてい
ます。入山する際は、クマ被害に遭
わないよう十分にご注意ください。
被害に遭わないためには、クマに
遭わないようにすることが一番重要
です。入山前にはクマ出没情報の確
認をする、早朝や夕方の入山を避け
る、音を出しながら歩くなど防除策
を心掛けましょう。
県ホームページ（https://www.
pref.aomori.lg.jp/soshiki/kankyo/
shizen/kuma_cyuui.html）で「ツキ
ノワグマ出没対応マニュアル」やそ
の他クマに関する情報がごらんにな
れます。
※�市農林課農地林務係☎52－
2111内線657

ク マ 被 害 に
遭わないために

７ 月 の 休 日 当 番 医
７日日 兼 平 医 院 ☎52‐3305
14日日 佐々木内科小児科医院 ☎53‐5125
15日月 たかはし内科循環器科クリニック ☎59‐2200
21日日レディス・みかみクリニック ☎52‐8618
28日日 工藤さとる整形外科クリニック ☎59‐0345

７ 月 の 健 康 教 室
日�時 場�所 講�師 テーマ
１日
（月）
13：00

六郷公民館
(六宝館)

盛耳鼻咽喉
科院長盛庸
先生

高齢者と
耳鼻咽喉科

※�市健康推進課成人保健係☎52－2111内線246・247
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６月２日、青少年の森をつくる会（佐藤敬市会長）が主
催する「青少年の森開き」が、黒森山ウォーキングセンター
で行われました。
開会式では、佐藤会長が「これからも市民の憩いの場と
して、積極的に青少年の森の利用を促進していきたい」と
挨拶。
訪れた人たちは、焼きそばやおにぎり、いも煮の振る舞
いの他、ヨーヨー釣りや輪投げのコーナーなどで楽しいひ
とときを過ごしました。

５月26日、黒森チャリンコスポーツ実行委員会（石澤英
樹会長）が主催する「虹の湖デュアスロン春in黒石」が開
催されました。
8回目を迎えるこの大会には、県内外から86人の選手が
参加。浅瀬石川ダム資料館駐車場付近をスタートし、ラン
ニング２回と自転車で合計43.8㌔㍍のコースを力走し、総
合タイムを競いました。
選手たちは、虹の湖周辺の新緑を満喫しながら、さわや
かな汗を流していました。

５月29日、タイの泰日工業大学の学生９人が、りんご産
業を学ぶために本市を訪れました。
学生らは、青森中央学院大学が受け入れを行っている「日
本語サマーキャンプ」で来青。髙樋市長は「摘果作業など
を体験して、ぜひいい思い出を作ってください」と歓迎し
ました。
その後、タイへのりんご輸出指定になっている上十川の
園地で摘果作業の体験や、県産業技術センターりんご研究
所を見学するなど黒石での時間を楽しんでいました。

青 少 年 の 森 開 き を 開 催

力 走 ！ 虹 の 湖 デ ュ ア ス ロ ン

タ イ の 学 生 が 黒 石 へ

■６月２日、「第17回こけし駅伝大会」が開催され、
選手たちは津軽伝承工芸館前をスタートし、力
強い走りでチームのたすきをつなぎました。
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６
月
15
日
号

第６次黒石市総合計画キャッチコピー 「いくつになっても住みよいまち  次世代につなぐ故
ふるさと

郷  くろいし」

2019

」で
も
、県
が
出
展
し
た
ブ
ー

ス
に
参
加
し
、現
地
の
旅
行
会
社

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
対
し
て
本
市
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

シ
ド
ニ
ー
や
メ
ル
ボ
ル
ン
市
内

の
旅
行
会
社
を
訪
問
し
た
際
は
、

ス
キ
ー
旅
行
目
的
以
外
の
情
報
も

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
桜
や

ね
ぷ
た
、
よ
さ
れ
、
も
み
じ
、
こ

み
せ
、
こ
け
し
の
絵
つ
け
体
験
な

ど
、
本
市
の
魅
力
を
宣
伝
す
る
い

い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
英
語
を

使
っ
た
初
め
て
の
Ｐ
Ｒ
の
場
と
な

り
ま
し
た
。
相
手
に
何
割
く
ら
い

伝
わ
っ
た
か
、
質
問
に
き
ち
ん
と

答
え
ら
れ
た
か
不
安
で
す
が
、
今

回
で
き
た
縁
を
大
切
に
し
て
、
引

き
続
き
本
市
へ
の
誘
客
促
進
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

５
月
19
日
と
26
日
、
メ
ル
ボ
ル

ン
と
シ
ド
ニ
ー
で
開
催
さ
れ
た

「Snow
�Travel�Expo�2019

」

に
参
加
し
ま
し
た
。

世
界
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
や
ス

キ
ー
シ
ョ
ッ
プ
、
宿
泊
施
設
の
関

係
者
が
集
う
ス
キ
ー
の
総
合
的
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
、

日
本
へ
ス
キ
ー
旅
行
を
考
え
て
い

る
人
に
対
し
て
、
八
甲
田
ス
キ
ー

場
や
黒
石
温
泉
郷
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。
本
市
の
認
知
度
は
ま

だ
ま
だ
低
い
印
象
を
受
け
ま
し
た

が
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
こ
み
せ
や

も
み
じ
の
写
真
を
見
て
、
来
場
者

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
と
思

い
ま
す
。

20
・
21
日
に
メ
ル
ボ
ル
ン
と
シ

ド
ニ
ー
で
行
わ
れ
た
、日
本
政
府

観
光
局（
通
称JN

TO

）が
主
催
す

る「JA
PA
N
�RO

A
D
SH
O
W
�

　「第64回黒石ねぷた祭り」開催
まで２か月を切り、黒石ねぷた
絵師の今井秋行さんは、ねぷた
絵の色づけ作業を行っています。
　今井さんは、21歳の時に角田子
供育成会で絵師としてデビュー。
2016年に、ねぷたで黒石を盛り
上げるため、若手絵師たちと共
に「黒昇會」を発足し、現在まで
同会の会長を務めています。「年
齢や季節を問わず、ねぷた絵を
楽しんでほしい」という思いか
ら、市内保育園・福祉施設へね
ぷた絵の寄贈や、秋には中野も
みじ山、クリスマスの時期には

松の湯交流館前にねぷた絵を飾
るなど通年で活動しています。
また、絵師育成のために小学生
を対象としたねぷた絵コンクー
ルを実施するなど、黒石ねぷた
の継承にも力を入れています。
　「喜んでくれる人がいると、や
りがいを感じる。黒石を盛り上
げるために、これからも活動を
広げていきたい」と話す今井さ
んは、今年４団体のねぷた絵を
手掛けています。「2019年の夏
は一度きり。今年も観客が喜ぶ
絵を精いっぱい描きたい」と真剣
な表情で筆を走らせていました。

オ

ーストラリ

ア

すぐるの

「一年中ねぷたで
黒石を盛り上げたい！」

Vol.3
こくしょうかい

No.3

来場者に英語で本市をＰＲ




